
 (1)住民主体の地域計画作り
（ヨソモンの目線の違いを活用しつつ自分たちで行う地元学調査とヴィジョン作り）

 (2)日常生活に立脚したプログラムとカリキュラム作り

→活動の日常化がポイント（わざとらしいイベントやお祭りではない）

 (3)里の何気ないありふれた素材を力づける
（保全と伝承、再創造、再活用、そしてコミュニティビジネスへ）

 (4)人材育成（担い手育成）

そこにすんでいるおじさん、おばさん、じいちゃん、ばあちゃん
が元気に暮らすことが一番の人材育成。そこに若者は引き寄せられ
てくる（かもしれない）。

まずはよく地域を調べること、地元の方の話によく耳を傾けること。ここから始まる。

問題や課題は地域にあるが解決策も地域にある。
しかし、それよりも地域にある価値を受け継ぎ革新していくというスタンスが大切。





角川里の自然環境学校
：農山村1地域

山形大学
エリアキャンパスも
がみ
：農山村１地方

↓



大学のプログラムと通底

地域の活性化に向けて地元が大学を活用できるよ
うにするため、地元が組織体制を整備

↓

課題：大学の知を地元が活用できるための地元学なら
ぬ「大学学」が必要（NPO法人ねおす宮本氏）。大学

側からも地元のニーズに応じた還元をいかに効果的
に行うか、仕組み作りが必要。

↓

「学」や地域プロジェクト自体を地元・NPO・行政・他

大学連携で一体となって作っていく必要性があり？
→NPO里の研究所・大学コンソ最上川学構想へ



本当にそうなのか？

森・里・川・海の多様な各地域集落で

実験的調査―活動を実践し確かめる必要

「ＮＰＯ法人里の自然文化共育研究所」の設立

広域連携活動の展開



角川里の自然環境学校
：農山村1地域

山形大学
エリアキャンパスも
がみ
：農山村１地方

NPO法人
里の自然文化共育研究所
：農山漁村１セット

↓

↓



●NPO法人里の自然文化共育研究所事務局

●飛島 漁協女性部法木支部

●
三瀬つるおかユースホステル
（NPO里の自然文化共育研究所 南庄内支局）

●
松ヶ岡ネット

●中野俣を元気にする会
（NPO里の自然文化共育研究所北庄内支局）

●角川里の自然環境学校
(NPO里の自然文化共育研究所西最上支局）

●田茂沢道草ぶんこう
(NPO里の自然文化共育研究所北最上支局）

みつざわ里の資源研究所●
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●
長沢教育旅行受け入れ委員会（仮称）

最上山村エリア月
山

鳥
海
山

森里川海共育プラン構想イメージ（連携NPO・地域活動団体位置図）

赤：地域活動団体
黄：中間支援NPO

山形大学エリアキャンパスもがみ

各地域活動団体や中間支援NPOと連携協働しながら最上川学の運営と活動を進めていきます。



つまり、角川の里をモデルにしつつも、いろ
んなところで地元学を展開し、地元の方々が
勝手に育つように、お手伝いしながら、交流
と学習による、地域ごとの多様な地域づくり
活動を構想していく、というプロジェクトを
展開



森
里山保全活動
知恵・技術の伝承、
森林環境教育を展開











鶴岡市松ヶ岡はじめとして
庄内最上地方12か所で
地元学活動を展開

里





地元の川漁師と生き物調べ

水質調査

最上峡をカヌーで探検

川面から最上峡の川と森林観察

川～最上峡を中心とする川漁文化伝承と観察会・保全活動



山
村
の
高
校
生
が
海
辺
の
森
林
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

山村の住民と海辺の
住民が食文化交流会
を実施

海辺の地元学を
実施！

海～海辺の集落の地元学と自然文化交流～
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